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(1) 臨時に支払われた賃金(結婚手当など)

(2) １箇月を超える期間ごとに支払われた賃金

(賞与など)

(3) 所定労働時間を超える時間の労働に対して支払われ

る賃金(時間外割増賃金・みなし残業代など)

(4) 所定労働日以外の日の労働に対して支払われる賃金

(休日割増賃金など)

(5) 午後１０時から午前５時までの間の労働に対して支

払われる賃金のうち、通常の労働時間の賃金の計算額

を超える部分(深夜割増賃金など)

(6) 通勤手当、家族手当、別居手当、子女教育手当

住宅手当

割増賃金に含まれない賃金

(1) 臨時に支払われる賃金(結婚手当など)

(2) １箇月を超える期間ごとに支払われる賃金

(賞与など)

(3) 所定労働時間を超える時間の労働に対して支払わ

れる賃金(時間外割増賃金など)

(4) 所定労働日以外の日の労働に対して支払われる賃金

(休日割増賃金など)

(5) 午後１０時から午前５時までの間の労働に対して支払

われる賃金のうち、通常の労働時間の賃金の計算額を

超える部分(深夜割増賃金など)

(6) 精皆勤手当、通勤手当及び家族手当

最低賃金に含まれない賃金

最低賃金の対象となる賃金は、基本給＋諸手当



年間総労働時間の上限

３６５日÷７日＝５２．１４週

５２．１４週×週所定４０時間＝２０８５.６時間（年間所定労働時間の最大値）

２０８５．６時間÷１２か月＝１７３．８時間（月平均所定労働時間）

１７３．８時間×神奈川県最低賃金額１，１１２円＝１９３，２６５.６

≒１９３，２６６円

〇所定労働時間が１日８時間の場合に必要な年間休日

２０８５．６時間÷８時間＝260.7日 ３６５日－２６１日＝１０４日

〇所定労働時間が１日７時間３０分

２０８５．６時間÷7.5時間＝278.08日 ３６５日－２７９日＝８６日

〇所定労働時間が１日７時間

２０８５．６時間÷７時間＝297.9日 ３６５日－２９８日＝６７日

※労働基準法３９条の有給休暇を使用する日は年間休日に含まれません。

※特例対象事業場、うるう年は考慮していません。
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最低賃金の改定について

年間休日は定めていますか？
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最低賃金の改定について

• 特に新入社員、未経験者、事務職、試用期間中の賃金額に
ついて、最低賃金を下回る賃金額になっていませんか。

→最低賃金額に満たない賃金は、その不足分は支払う必要があります。

また、最低賃金額以上になるように賃金額を引き上げてください。

• 求人情報の更新、見直しはしましたか。

→民間の求人情報誌、自社のホームページの求人欄をご確認ください。

確認しよう、最低賃金！
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業務改善助成金について
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神奈川労働局 雇用環境・均等部 企画課
電話番号：０４５－２１１－７３５７
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転倒災害の防止について
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労働基準監督署の管轄

管轄の監督署をお間違えの無いようお気を付けください。
ご視聴ありがとうございました。


